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去
る
6
月
14
日
（
土
）
午
前
10
時

よ
り
松
江
東
急
イ
ン
（
松
江
市
朝
日

町
）
で
出
席
総
代
１
４
５
名
（
内
本

人
出
席
１
１
２
名
、
委
任
状
に
よ
る

出
席
3
名
、書
面
に
よ
る
出
席
28
名
）

に
よ
り
第
９
回
通
常
総
代
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

総
代
会
で
は
冒
頭
に
岸　

宏
Ｊ
Ｆ

し
ま
ね
会
長
が
挨
拶
し
、
引
続
き
来

賓
の
小
林
淳
一
島
根
県
副
知
事
、
中

島
謙
二
島
根
県
議
会
水
産
振
興
議
員

連
盟
幹
事
長
か
ら
祝
辞
を
戴
き
ま
し

た
。

　

続
い
て
議
事
に
移
り
、
議
長
に
恵

曇
・
山
本
千
代
則
総
代
が
選
任
さ

れ
、
以
下
の
通
り
審
議
が
な
さ
れ
ま

し
た
。

□
第
1
号
議
案　

平
成
25
年
度
事
業
報 

　
　
　

告
及
び
剰
余
金
処
分
案
に
関
す

　
　
　

る
件

□
第
2
号
議
案　

平
成
26
年
度
事
業
計

　
　
　

画
に
関
す
る
件

□
第
3
号
議
案　

平
成
26
年
度
に
お
け

　
　
　

る
借
入
金
の
最
高
限
度
に
関
す

　
　
　

る
件

□
第
4
号
議
案　

平
成
26
年
度
に
お
け

　
　
　

る
理
事
及
び
監
事
の
報
酬
に
関

　
　
　

す
る
件

□
第
5
号
議
案　

平
成
26
年
度
賦
課
金

　
　
　

の
徴
収
に
関
す
る
件

□
第
6
号
議
案　

出
資
金
配
当
を
増
資

　
　
　

に
充
当
す
る
件

□
第
7
号
議
案　

役
員
退
任
慰
労
金
支

　
　
　

出
に
関
す
る
件

□
第
8
号
議
案　

役
員
補
欠
選
任
に
関

　
　
　

す
る
件

　

提
出
さ
れ
た
全
8
議
案
と
も
原
案
通

り
承
認
さ
れ
、
特
別
決
議
と
し
て
①
竹

島
領
土
権
確
立
等
に
関
す
る
件
②
水
産

日
本
の
復
活
の
実
現
に
向
け
た
燃
油
高

騰
対
策
の
継
続
・
強
化
を
求
め
る
件
③

漁
業
用
燃
油
に
か
か
る
軽
油
取
引
税
の

免
税
措
置
の
恒
久
化
に
関
す
る
件
が
提

案
さ
れ
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
専
務
退
任
に
伴
う
役
員
補
選

で
、
後
任
に
中
尾
常
務
が
専
務
へ
、
常

務
に
は
福
本
販
売
事
業
統
括
部
次
長
兼

浜
田
支
所
長
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

ご来賓の皆様

山本千代則　議長(恵曇地区)

中島謙二 県議会水産振興議員
連盟幹事長 　　　　　　　　 

小林淳一　島根県副知事
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□
第
1
号
議
案　

平
成
25
年
度
事
業
報 

　
　
　

告
及
び
剰
余
金
処
分
案
に
関
す

　
　
　

る
件

□
第
2
号
議
案　

平
成
26
年
度
事
業
計

　
　
　

画
に
関
す
る
件

□
第
3
号
議
案　

平
成
26
年
度
に
お
け

　
　
　

る
借
入
金
の
最
高
限
度
に
関
す

　
　
　

る
件

□
第
4
号
議
案　

平
成
26
年
度
に
お
け

　
　
　

る
理
事
及
び
監
事
の
報
酬
に
関

　
　
　

す
る
件

□
第
5
号
議
案　

平
成
26
年
度
賦
課
金

　
　
　

の
徴
収
に
関
す
る
件

□
第
6
号
議
案　

出
資
金
配
当
を
増
資

　
　
　

に
充
当
す
る
件

□
第
7
号
議
案　

役
員
退
任
慰
労
金
支

　
　
　

出
に
関
す
る
件

□
第
8
号
議
案　

役
員
補
欠
選
任
に
関

　
　
　

す
る
件

　

提
出
さ
れ
た
全
8
議
案
と
も
原
案
通

り
承
認
さ
れ
、
特
別
決
議
と
し
て
①
竹

島
領
土
権
確
立
等
に
関
す
る
件
②
水
産

日
本
の
復
活
の
実
現
に
向
け
た
燃
油
高

騰
対
策
の
継
続
・
強
化
を
求
め
る
件
③

漁
業
用
燃
油
に
か
か
る
軽
油
取
引
税
の

免
税
措
置
の
恒
久
化
に
関
す
る
件
が
提

案
さ
れ
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
専
務
退
任
に
伴
う
役
員
補
選

で
、
後
任
に
中
尾
常
務
が
専
務
へ
、
常

務
に
は
福
本
販
売
事
業
統
括
部
次
長
兼

浜
田
支
所
長
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
日
、
漁
業
協
同
組
合
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
第

9
回
通
常
総
代
会
を
ご
案
内
致
し
ま
し
た

と
こ
ろ
、
各
地
区
か
ら
総
代
の
皆
様
の
ご

出
席
を
頂
く
と
共
に
、
公
務
ご
多
繁
の
央
、

小
林
島
根
県
副
知
事
様
、
中
島
島
根
県
議

会
水
産
振
興
議
員
連
盟
幹
事
長
様
を
は
じ

め
、
多
数
の
ご
来
賓
の
ご
出
席
を
賜
り
、

盛
大
に
開
催
で
き
ま
す
事
を
先
ず
も
っ
て

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
二
十
五
年
の
本
県
海
面
漁

業
生
産
高
は
、
漁
業
種
毎
の
消
長
は
あ
る

に
し
て
も
、
イ
ワ
シ
資
源
の
回
復
基
調
に

よ
る
旋
網
漁
業
の
堅
調
な
推
移
に
よ
っ

て
、
生
産
高
は
一
四
万
ト
ン
・
一
九
八
億

円
と
、
前
年
を
上
回
る
結
果
で
あ
り
ま
し

た
。
漁
業
者
各
位
の
日
夜
を
分
た
ぬ
不
断

の
ご
協
力
に
深
く
敬
意
を
表
す
る
次
第
で

あ
り
ま
す
。

　

一
面
、
漁
業
を
と
り
ま
く
環
境
は
、
資

源
の
減
少
や
高
船
齢
化
、
消
費
需
要
の
低

迷
や
低
価
格
志
向
に
よ
る
魚
価
安
、
更
に

は
円
安
政
策
に
よ
る
燃
油
価
格
の
高
騰
高

止
ま
り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
等
極
め
て
厳
し
い

一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
当
面
す
る
諸
課
題
に
対
応
す

る
た
め
、
全
漁
連
を
中
心
に
精
力
的
に
要

請
活
動
を
展
開
し
た
結
果
、
燃
油
対
策
に

つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
七
月
に
第
一
次
対

策
と
し
て
漁
業
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
構
築
事
業
の
特
別
対
策
に
よ
る
漁
業
者

負
担
の
大
巾
な
軽
減
と
拡
充
強
化
、
十
二

月
に
は
第
二
次
対
策
と
し
て
全
国
の
漁
業

者
に
対
し
て
燃
油
使
用
料
に
応
じ
て
、
沿

岸
漁
業
者
10
円
／
Ｌ
、
大
規
模
漁
業
者
7

円
／
Ｌ
の
助
成
措
置
が
実
現
し
た
事
は
大

き
な
成
果
で
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
か
ね
て
よ
り
要
望
し
て
参
り
ま

し
た
本
県
漁
業
と
特
に
関
連
深
い
日
韓
財

団
の
再
基
金
化
が
実
現
し
、
五
十
億
円
の

基
金
が
造
成
さ
れ
、
海
底
清
掃
事
業
の
大

巾
拡
充
、
監
視
活
動
事
業
の
復
活
、
漁
業

共
済
掛
金
助
成
制
度
の
継
続
が
実
現
し
ま

し
た
。
島
根
県
知
事
並
び
に
島
根
県
議
会

の
先
生
方
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第

で
あ
り
ま
す
。

　

目
下
、
全
国
の
漁
協
系
統
機
関
に
お
い

て
は
、
こ
れ
ら
の
諸
施
策
を
活
用
し
乍
ら

「
水
産
日
本
の
復
活
」
を
目
指
す
「
浜
の

活
力
再
生
プ
ラ
ン
」
を
各
漁
協
・
集
落
毎

に
策
定
作
業
中
で
あ
り
ま
す
。
本
県
に
お

い
て
も
、
県
・
市
町
村
・
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
一

体
と
な
っ
て
「
島
根
県
地
域
水
産
業
再
生

委
員
会
」
を
設
置
、
本
年
八
月
末
を
目
途

に
プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す

の
で
、
皆
様
方
の
ご
提
言
・
ご
協
力
を
お

願
い
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
昨
年
九
月
に
は
、

建
設
中
で
あ
り
ま
し
た
大
田
統
合
卸
売
市

場
が
完
成
、
運
用
を
開
始
す
る
と
共
に
、

本
年
四
月
に
は
西
郷
支
所
新
運
搬
船
『
姫

島
』
を
隠
岐
の
島
町
が
建
造
、
本
組
合
が

指
定
管
理
者
と
な
っ
て
運
航
開
始
し
流
通

経
費
の
節
減
が
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
一
連
の
施
策
の
実
現
に
格
別

な
る
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た
、
島
根
県
・

島
根
県
議
会
・
隠
岐
の
島
町
の
皆
様
方
に

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま

す
。

　

平
成
二
十
五
年
度
決
算
の
結
果
は
、
後

程
詳
細
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
が
、
所
定

の
諸
引
当
金
計
上
後
、
当
期
剰
余
金
は

三
億
六
千
万
円
余
り
と
な
り
、
法
定
積
立

金
・
特
別
積
立
金
を
積
ん
だ
後
の
剰
余
金

は
、
出
資
配
当
金
・
事
業
分
量
配
当
金
を

も
っ
て
組
合
員
に
還
元
す
る
と
共
に
、
一

部
を
教
育
情
報
資
金
と
し
て
繰
越
す
こ
と

と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
一
年
間
の
組
合
員
各
位
の
ご
協
力

に
心
か
ら
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
と
共
に
、

関
係
各
位
の
ご
支
援
に
深
く
謝
意
を
表
す

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

次
に
、
平
成
二
十
六
年
度
の
運
営
に
当

た
り
ま
し
て
は
、
合
併
以
来
の
成
果
と
反

省
を
真
摯
に
ふ
ま
え
、「
組
織
の
融
合
一

体
化
」「
魚
食
普
及
・
魚
価
向
上
と
流
通

経
費
縮
減
」「
経
営
財
務
基
盤
の
確
立
強

化
」
を
三
本
の
柱
と
し
て
「
ゆ
る
ぎ
な
い

信
念
を
も
っ
て
た
ゆ
ま
ざ
る
努
力
」
を
傾

注
し
乍
ら
、
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
の
将
来
展
望
を

確
か
な
も
の
に
す
る
事
が
肝
要
と
考
え
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
基
本
認
識
の
も
と
、
本
年

度
の
重
要
課
題
と
し
て
は
、
大
田
統
合
卸

売
市
場
の
円
滑
な
る
運
営
と
大
田
市
管
内

の
支
所
統
合
、
更
に
は
各
支
所
施
設
の
計

画
的
修
繕
と
遊
休
資
産
整
理
、
又
、
イ
オ

ン
と
の
直
接
取
引
に
つ
い
て
は
、
イ
オ
ン

傘
下
の
ダ
イ
エ
ー
店
舗
に
も
一
層
の
拡
大

供
給
を
行
い
乍
ら
流
通
改
善
に
努
め
て
参

り
ま
す
。

　

尚
、
本
日
の
総
代
会
に
は
、
平
成

二
十
五
年
度
決
算
・
平
成
二
十
六
年
度
事

業
計
画
他
諸
案
件
を
上
程
し
て
お
り
ま
す

の
で
充
分
に
ご
審
議
の
う
え
ご
承
認
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
又
、

当
面
す
る
政
策
課
題
で
あ
り
ま
す
竹
島
問

題
・
燃
油
高
騰
対
策
の
継
続
強
化
・
軽
油

取
引
税
の
免
税
措
置
の
恒
久
化
の
三
点
に

つ
い
て
、
夫
々
特
別
決
議
を
行
い
、
そ
の

実
現
に
邁
進
し
た
く
思
い
ま
す
の
で
ご
賛

同
賜
り
ま
す
よ
う
併
せ
て
お
願
い
し
開
会

の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
代
表
理
事
会
長
　
岸
　
宏
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資　　産

科　　目 金　　額

（　資産の部　）

１信用事業資産 37,840,365,943

２共済事業資産 3,259,003

３流動資産 2,602,723,473

（１）経済事業未収金 1,984,176,245

（２）経済事業雑資産 79,352,152

（３）棚卸資産 731,598,503

（４）その他の流動資産 146,736,140

（５）貸倒引当金 △ 339,139,567

４固定資産 8,388,114,110

（１）有形固定資産 4,753,110,503

　　 減価償却資産 13,374,047,607

　　 減価償却累計額 △ 10,778,724,709

　　 土地 2,157,558,705

　　 建設仮勘定 228,900

（２）無形固定資産 8,122,449

（３）外部出資 3,382,723,712

　　 系統出資 2,843,992,477

　　 系統外出資 511,998,231

　　 子会社等出資 26,733,004

（４）長期特定資産 2,065,500

（５）その他の固定資産 862,048,704

（６）貸倒引当金 △ 619,956,758

資産の部合計 48,834,462,529

負債及び純資産

科　　目 金　　額

（　負債の部　）

１信用事業負債 39,568,019,641

２共済事業負債 54,069,155

３流動負債 2,120,898,088

（１）経済事業未払金 1,755,655,817

（２）経済事業雑負債 16,820,876

（３）未払法人税等 76,259,926

（４）その他の流動負債 272,161,469

４固定負債 989,681,509

（１）長期借入金 272,259,555

（２）受入保証金 673,995,200

（３）出資預り金 43,426,754

５諸引当金 2,074,953,245

（１）賞与引当金 68,135,545

（２）退職給付引当金 1,971,121,000

（３）役員退任慰労引当金 30,696,700

（４）遭難救助引当金 5,000,000

6繰越税金負債 493,976

7再評価に係る繰延税金負債 19,341,721

負債の部合計 44,827,457,335

（　純資産の部　）

１出資金 3,229,190,000

２資本準備金 13,536,562

3利益剰余金 825,561,756

（１）利益準備金 292,943,449

（２）その他利益剰余金 532,618,307

　　 特別積立金 159,499,689

　　 当期未処分剰余金 373,118,618

　　 (うち当期剰余金) （369,734,870）

4処分未済持分 △ 113,160,000

組合員資本合計 3,955,128,318

１土地再評価差額金 50,584,964

２その他証券評価差額金 1,291,912

評価・換算差額等合計 51,876,876

純資産の部合計 4,007,005,194

負債及び純資産の部合計 48,834,462,529

科　　目 金　　額

１　事業総利益 2,454,361,189

　　信用事業総利益 389,444,543

　　共済事業総利益 68,710,002

　　購買事業総利益 510,721,704

　　販売事業総利益 1,447,101,729

　　製氷冷凍事業総利益 △ 83,383,999

　　加工事業総利益 △ 324,734

　　利用事業総利益 22,027,011

　　漁業自営事業総利益 3,915,264

　　漁場利用事業総利益 △ 240,812

　　指導事業収支差額 109,612,469

　　無線事業収支差額 △ 13,221,988

２　事業管理費 2,232,674,288

（１）人件費 1,558,733,087

（２）旅費交通費 17,885,793

（３）業務費 72,802,666

（４）諸税負担金 67,865,445

（５）施設費 317,266,112

（６）減価償却費 166,592,402

（７）雑費 31,528,783

事業利益 221,686,901

３　事業外収益 203,050,071

４　事業外費用 7,840,710

経常利益 416,896,262

５　特別利益 1,226,000,113

６　特別損失 1,187,161,505

　　税引前当期利益 455,734,870

　　法人税・住民税及び事業税 86,000,000

　　当期剰余金 369,734,870

　　前期繰越剰余金 3,383,748

　　当期未処分剰余金 373,118,618

　
平
成
25
年
度
決
算
の
概
況
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　
本
組
合
事
業
に
ご
協
力
賜
り
ま
し

た
組
合
員
各
位
、
関
係
者
の
皆
様
に

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

損　益　計　算　書
■平成25年4月1日から平成26年3月31日まで （単位：円）

貸　借　対　照　表
■平成26年3月31日現在 （単位：円）

平成25年度

決
算
状
況

決
算
状
況
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平成26年度

事
業
計
画

事
業
計
画

　

平
成
26
年
度
の
組
合
運
営
に
当
た
っ

て
は
、
基
本
方
針
に
基
づ
き
、「
組
織

の
融
合
一
体
化
対
策
」、「
魚
食
普
及
・

魚
価
向
上
・
流
通
経
費
縮
減
対
策
」、「
経

営
財
務
基
盤
の
確
立
強
化
」
を
重
点
推

進
事
項
と
し
て
積
極
的
に
事
業
を
推
進

し
て
い
く
も
の
と
す
る
。

１
．
販
売
事
業

①
Ｊ
Ｆ
市
場
へ
の
組
合
員
全
出
荷
体
制

の
確
立
に
努
め
る
。

②
販
売
事
業
統
括
部
を
核
と
す
る
各
支

所
販
売
部
門
間
の
連
携
を
強
化
す
る
。

③
組
合
員
へ
の
市
況
等
の
情
報
周
知
と

出
荷
指
導
に
努
め
る
。

④
魚
食
普
及
・
魚
価
向
上
・
流
通
経
費

縮
減
対
策
へ
積
極
的
に
取
組
む
。

２
．
購
買
事
業

①
燃
油
高
騰
対
策
に
積
極
的
に
取
組
む
。

②
漁
業
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
構

築
事
業
の
積
極
活
用
を
図
る
。

③
石
油
購
買
事
業
に
お
け
る
物
確
保
と

安
定
供
給
に
努
め
る
。

④
魚
箱
安
定
供
給
体
制
の
確
立
を
図

る
。

⑤
在
庫
管
理
の
徹
底
と
取
扱
品
目
の
見

直
し
を
行
う
。

３
．
信
用
事
業

①
貯
蓄
推
進
委
員
会
等
と
の
連
繋
に
よ

る
貯
金
量
４
０
５
億
円
の
達
成
を
目

指
す
。

②
信
用
事
業
リ
ス
ク
体
制
整
備
と
自
己

資
本
比
率
の
向
上
を
図
る
。

③
漁
業
信
用
保
証
業
務
と
の
連
携
に
よ

る
漁
業
経
営
改
善
の
支
援
を
行
う
。

④
信
用
事
業
店
舗
の
再
編
整
備
を
行

う
。

４
．
共
済
事
業

①
共
済
事
業
推
進
検
討
委
員
会
・
共

水
連
等
と
の
連
携
に
よ
り
チ
ョ
コ
ー

55
億
円
、
く
ら
し
15
億
円
の
達
成
を

目
指
す
。

②
『
チ
ョ
コ
ー
』
は
、
万
一
の
場
合
な

ど
を
保
障
し
な
が
ら
貯
蓄
機
能
も
あ

る
Ｊ
Ｆ
共
済
を
代
表
す
る
長
期
の
生

命
共
済
で
、
入
院
や
通
院
な
ど
お
客

様
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
保
障
が
選
択

で
き
る
共
済
で
あ
り
、
万
一
の
場
合

を
一
生
涯
に
わ
た
り
保
障
す
る
終
身

共
済
を
主
体
に
契
約
者
を
拡
大
し
、

保
有
残
高
の
拡
大
を
図
る
。

③
『
く
ら
し
』
は
、
貯
蓄
を
し
な
が
ら

建
物
や
家
財
な
ど
を
火
災
や
自
然
災

害
か
ら
守
る
総
合
的
な
補
償
で
、
満

期
時
の
満
期
共
済
金
に
よ
り
増
改
築

時
に
も
役
立
つ
共
済
で
あ
り
、
万
一

の
自
然
災
害
の
損
害
に
対
し
て
も
安

心
で
き
る
補
償
提
供
を
目
的
に
、
加

入
者
の
拡
大
を
目
指
す
。

５
．
そ
の
他
の
事
業

①
冷
凍
冷
蔵
事
業
に
つ
い
て
は
、
販
売

部
門
と
の
連
携
を
強
化
し
、
魚
価
の
安

定
と
向
上
に
積
極
的
に
取
組
む
と
と

も
に
、
境
港
支
所
と
連
携
し
恵
曇
冷

凍
冷
蔵
庫
の
稼
働
率
の
向
上
を
図
る
。

②
製
氷
事
業
に
つ
い
て
は
、
販
売
部
門

と
の
連
携
強
化
及
び
、
恵
曇
冷
蔵
庫
・

製
氷
工
場
や
境
港
製
氷
工
場
、
新
大

田
製
氷
工
場
の
稼
働
率
の
向
上
を
図

り
な
が
ら
、氷
供
給
体
制
を
構
築
す
る
。

③
既
存
の
加
工
施
設
の
再
点
検
・
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ
り
新
規
活
用
を
図

る
と
と
も
に
、
不
採
算
事
業
の
整
理

と
新
規
事
業
の
開
拓
に
取
組
む
。

④
「
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
漁
業
無
線
局
」
を
有

効
に
活
用
し
、
組
合
員
へ
の
気
象
情

報
及
び
海
上
防
災
情
報
、
漁
海
況
速

報
の
提
供
に
よ
る
海
難
事
故
の
未
然

防
止
と
操
業
効
率
の
向
上
に
努
め
る
。

⑤
指
導
事
業
に
つ
い
て
は
、
水
産
基
本

政
策
、
輸
入
水
産
物
・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題

へ
の
対
応
ほ
か
、
２
０
０
海
里
水
域

対
策
と
し
て
、
日
韓
協
定
・
暫
定
水

域
民
間
協
議
対
策
、
相
互
入
漁
条
件

交
渉
対
策
、
違
反
操
業
取
締
対
策
、

暫
定
水
域
、
Ｅ
Ｅ
Ｚ
に
お
け
る
韓
国

漁
船
対
策
、
漁
場
機
能
維
持
管
理
事

業（
海
底
清
掃
事
業
・
監
視
活
動
事
業
）

の
円
滑
実
施
、
竹
島
領
土
権
確
立
運

動
の
積
極
的
展
開
と
安
全
操
業
対
策

と
と
も
に
、
漁
業
再
構
築
対
策
、
担

い
手
・
後
継
者
育
成
対
策
、繁
殖
保
護
・

漁
場
管
理
・
資
源
管
理
・
収
入
安
定

対
策
・
営
漁
指
導
・
生
産
、
販
売
流

通
対
策
、遭
難
救
助
・
操
業
安
全
対
策
、

共
済
保
険
推
進
な
ど
の
漁
業
振
興
対

策
を
行
う
。

部
門
別
重
点
推
進
事
項

部
門
別
重
点
推
進
事
項
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平成26年度

賦
課
金
の

徴
収
に
つ
い
て

賦
課
金
の

徴
収
に
つ
い
て

科　　目 金　額

１．事業総利益 2,367,259 

　〔信用事業総利益〕 270,213 

　〔共済事業総利益〕 72,891 

　〔購買事業総利益〕 622,334 

　〔販売事業総利益〕 1,063,546 

　〔買取販売事業総利益〕 115,401 

　〔冷凍冷蔵事業総利益〕 14,414 

　〔製氷事業総利益〕 152,227 

　〔加工事業総利益〕 1,056 

　〔利用事業総利益〕 782 

　〔その他事業総利益〕 6,276 

　〔無線事業総利益〕 0 

　〔指導事業総利益〕 48,119 

事業収益計 16,430,178 

事業直接費計 14,062,919 

２．事業管理費 2,152,553 

（１）人件費 1,501,463 

（２）旅費交通費 21,395 

（３）業務費 74,998 

（４）租税公課 45,900 

（５）負担金 21,126 

（６）施設費 317,443 

（７）減価償却費 145,385 

（８）雑費 24,843 

事　業　利　益 214,706 

３．事業外収益 122,093 

４．事業外費用 5,756 

経　常　利　益 331,043 

５．特別利益 0 

６．特別損失 5 

税引前当期剰余金 331,038 

　　法人税・住民税 75,000 

当　期　剰　余　金 256,038 

部門 金額 備考

経　
　

済　
　

事　
　

業

購買事業

石 油 類 6,894,443 

資 材 類 985,546 

合計 7,879,989 

販売事業

受託販売取扱高 22,133,139 

買 取 販 売 3,215,856 

合計 25,348,995 

冷凍冷蔵事業

冷凍品販売高 1,633,561 

保 管 料 161,724 

合計 1,795,285 

製氷事業 氷 供 給 高 647,049 

加工事業

加工品販売高 90,700 

受 入 加 工 料 1,000 

合計 91,700 

利用事業 受 入 利 用 料 131,750 

漁協自営事業 販 売 高 85,740 

経済事業総取扱高 35,980,508 

信用事業

貯 金 41,005,873 

預 け 金 30,310,416 

貸 出 金 6,525,017 

有 価 証 券 400,000 

共　

済　

事　

業

長期共済保有高

普通厚生共済(チョコー ) 43,640,000 

生活総合共済(くらし) 14,200,000 

合計 57,840,000 

共水連元受契約に係るもの ね ん き ん 44,000 

短期共済保有高

乗組員厚生共済(ノリコー ) 7,600,000 

火災共済(カサイ) 25,000,000 

合計 32,600,000 

平成26年度主要事業取扱計画
■平成26年４月１日から平成27年３月31日 (単位：千円）

平成２6年度収支計画
■平成26年４月１日から平成27年３月31日 (単位：千円）

総
代
会
で
承
認
さ
れ
た
賦
課
金
の
徴
収

に
つ
き
ま
し
て
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

□
賦
課
金
の
金
額

　

正
組
合
員　

年
間
３
，
０
０
０
円

　

准
組
合
員　

年
間
２
，
０
０
０
円

Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
漁
業
無
線
局
賦
課
金
徴
収

に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

□
賦
課
金
の
金
額

区　分 年　額

漁業種別賦課額

沖合底曳網（２そう曳１ヶ統） 216,000円

沖合底曳網（１そう曳） 108,000円

旋網（100t以上船１隻あたり） 100,000円

旋網（100t未満船１隻あたり） 搭載する無線機種別賦課金額とする。

無線機種別賦課額

27メガ　DSB　１W 16,800円

27メガ　SSB　25W 30,000円

40メガ　DSB　５W 30,000円

40メガ　DSB　５W（准加入） 36,000円

※無線機併設船については、高額な方の賦課額とする。
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最
大
で
各
都
道
府
県
域
で
12
種
類
の

「
プ
ラ
イ
ド
フ
ィ
ッ
シ
ュ
」
が
誕
生
す

る
予
定
で
す
。

　

去
る
6
月
5
日
、
東
京
・
永
田
町
の

憲
政
記
念
館
に
お
い
て
、「
竹
島
問
題

の
早
期
解
決
を
求
め
る
東
京
集
会
」
が

開
催
さ
れ
、
本
県
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
か
ら
も

岸
会
長
を
は
じ
め
、
各
漁
業
種
別
代
表

者
・
関
係
者
ら
が
多
数
参
加
さ
れ
ま
し

た
。

　

官
民
組
織
の
「
竹
島
・
北
方
領
土
返

還
要
求
運
動
島
根
県
民
会
議
」
及
び
超

党
派
の
国
会
議
員
で
つ
く
る
「
日
本
の

領
土
を
守
る
た
め
に
行
動
す
る
議
員
連

盟
」共
催
で
開
催
さ
れ
る
東
京
集
会
は
、

２
０
１
２
年
4
月
以
来
2
回
目
。

　

集
会
で
は
各
党
国
会
議
員
代
表
者
か

ら
の
挨
拶
の
後
、
漁
業
者
を
代
表
し
て

Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
岸
会
長
が
挨
拶
。「
竹
島

周
辺
は
島
根
県
及
び
隣
県
の
好
漁
場
で

あ
っ
た
が
、

暫
定
水
域

と
な
っ
て

い
る
そ
の

海
域
は
韓

国
漁
船
が

押
し
寄
せ
、

日
本
の
漁

業
者
が
追

い
出
さ
れ

　

魚
離
れ
が
年
々
進
む
中
、
本
物
の
水

産
物
の
価
値
や
本
当
の
魚
の
お
い
し
さ

を
た
く
さ
ん
の
消
費
者
に
知
っ
て
も
ら

い
食
べ
て
も
ら
お
う
と
、
Ｊ
Ｆ
全
漁
連

が
中
心
と
な
り
、
各
都
道
府
県
の
Ｊ
Ｆ

グ
ル
ー
プ
・
漁
業
者
が
近
海
で
獲
れ
る

数
種
類
の
魚
の
中
か
ら
、
自
信
を
持
っ

て
勧
め
る
魚
を
「
プ
ラ
イ
ド
フ
ィ
ッ

シ
ュ
」
に
位
置
づ
け
１
種
類
選
定
し
、

お
い
し
い
魚
の
食
べ
方
や
季
節
ご
と

の
旬
、
食
べ
ら
れ
る
店
や
買
え
る

鮮
魚
店
等
の
情
報
を
専
用
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
全
国
的
に
発
信
し
、
魚

食
普
及
や
水
産
物
の
消
費
拡
大
に

繋
げ
る
取
組
み
を
展
開
し
て
い
ま

す
。

　

本
県
に
お
い
て
は
、
夏
の
プ
ラ

イ
ド
フ
ィ
ッ
シ
ュ
を
「
ア
カ
ア
マ

ダ
イ
」
に
選
定
し
情
報
発
信
を
行

う
と
と
も
に
、
秋
・
冬
・
春
の
プ

ラ
イ
ド
フ
ィ
ッ
シ
ュ
に
つ
い
て
は

今
後
協
議
・
選
定
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
取
組
み
は
今
後
３
年
間

（
年
／
４
魚
種
選
定
）
続
け
ら
れ
、

資
源
が
枯
渇
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
漁
業

者
は
漁
業
に
限
ら
ず
国
境
監
視
や
領

土
・
領
海
を
守
る
気
概
を
も
っ
て
働
い

て
い
る
中
、
こ
の
漁
業
者
が
い
な
く

な
っ
た
ら
日
本
は
ど
う
な
る
の
か
。
竹

島
が
日
本
固
有
の
領
土
で
あ
る
こ
と
を

確
立
し
、
周
辺
漁
場
で
安
全
に
操
業
で

き
る
よ
う
竹
島
と
漁
業
者
を
守
っ
て
ほ

し
い
」
と
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
と
、
竹
島
問
題
の
早
期
解
決

を
求
め
る
特
別
決
議
が
採
択
さ
れ
集
会

は
終
了
し
ま
し
た
。

【
特
別
決
議
】

①
「
竹
島
の
日
（
2
月
22
日
）」
の
閣

議
決
定
と
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
の
体
制

で
竹
島
問
題
の
早
期
解
決

②
国
際
司
法
裁
判
所
へ
の
単
独
提
訴
と

国
際
社
会
へ
の
ア
ピ
ー
ル

③
学
校
教
育
で
の
竹
島
問
題
の
広
域
的

な
取
扱
い

④
山
陰
沖
で
の
排
他
的
経
済
水
域
の
境

界
線
画
定
と
日
韓
暫
定
水
域
の
撤
廃

⑤
実
効
性
あ
る
漁
業
管
理
の
実
施

竹
島
問
題
の

早
期
解
決
を
求
め
る

東
京
集
会
開
催

「
プ
ラ
イ
ド
フ
ィ
ッ
シ
ュ
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

  

～
本
県（
夏
）の
プ
ラ
イ
ド
フ
ィ
ッ
シ
ュ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

『
ア
カ
ア
マ
ダ
イ
』～

(前列右から)参議院平沼議員、参議院山
川議員、島根県議会五百川議長　
(後列右から)JFしまね岸会長、島根県
溝口知事、隠岐の島町松田町長

挨拶をするＪＦしまね岸会長

島根県のプライドフィッシュ (夏)：アカアマダイ

全国のプライドフィッシュ　   　(Ｈ26.7.31現在)

区 分 各都道府県のﾌﾟﾗｲﾄﾞﾌｨｯｼｭ (夏)
北海道 厚岸のかき
青森県 深浦マグロ
千葉県 銚子の入梅いわし
石川県 生スルメイカ
静岡県 静岡のしらす
三重県 三重の海女獲りあわび
大阪府 大阪のマダコ
兵庫県 淡路島の生しらす
島根県 アカアマダイ(コビル)
山口県 西京はも
高知県 土佐沖どれキンメダイ
徳島県 とくしまのはも
愛媛県 来島海峡のアコウ(キジハタ)
大分県 銀たち「くにさき銀たち」「臼杵たちうお」
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去
る
6
月
21
日
（
土
）、
大
田
商
工

会
議
所
に
お
い
て
、
島
根
県
小
型
底
曳

船
協
議
会
第
25
回
通
常
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
吉
田
敬
治
会
長
の
開
会
挨

拶
に
続
き
、
松
尾
島
根
県
水
産
課
長
、

和
田
島
根
県
議
会
議
員
、
生
越
島
根
県

議
会
議
員
、
青
木
大
田
市
副
市
長
、
Ｊ

Ｆ
し
ま
ね
岸
会
長
、
柄
澤
水
産
庁
漁
政

部
長
か
ら
の

来
賓
挨
拶
を

頂
き
議
事
に

入
り
ま
し
た
。

　

議
長
に
、辻

氏
（
五
十
猛

丸
）
が
選
任
さ

れ
、
提
出
さ

れ
た
全
6
議

案
と
も
原
案

通
り
承
認
さ

れ
た
後
、
役

員
改
選
に
て

承
認
さ
れ
た

新
役
員
に
よ

る
互
選
の
結

果
、
会
長
に

吉
田
敬
治
氏

が
再
任
し
、

副
会
長
に
中
島
幸
一
氏
、
峠 

勝
憲
氏

が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
県
及
び
事
務
局
よ
り
、
①

小
型
底
曳
網
漁
業
の
漁
獲
動
向
に
つ
い

て
②
２
０
１
４
年
に
お
け
る
日
韓
漁
業

の
操
業
条
件
に
つ
い
て
③
海
底
清
掃
事

業
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
説
明
が
な
さ
れ

た
後
、
安
全
操
業
宣
言
が
朗
読
さ
れ
総

会
は
終
了
し
ま
し
た
。

新
役
員

会　

長　

吉
田
敬
治
（
昭
吉
丸
・
和
江
）

副
会
長　

中
島
幸
一
（
昭
洋
丸
・
鳥
井
）

　

〃　
　

峠　

勝
憲
（
漁
神
丸
・
仁
摩
）

理　

事　

坂
根
康
平
（
幸
栄
丸
・
久
手
）

　

〃　
　

月
森
隆
広
（
大
洋
丸
・
和
江
）

　

〃　
　

中
島
幸
夫
（
正
運
丸
・
和
江
）

　

〃　
　

辻　

豊
孝
（
良
運
丸
・
五
十
猛
）

　

〃　
　

松
村
孝
秋
（
琴
代
丸
・
仁
摩
）

　

〃　
　

木
村　

徹
（
海
進
丸
・
鳥
井
）

　

〃　
　

月
森
賢
一
（
海
新
丸
・
和
江
）

　

〃　
　

田
中　

登
（
大
久
丸
・
久
手
）

　

〃　
　

中
島
典
生
（
幸
神
丸
・
和
江
）

　

〃　
　

小
池　

真
（
忠
栄
丸
・
平
田
）

監　

事　

月
森　

司
（
日
章
丸
・
和
江
）

　

〃　
　

水
上
克
之
（
三
和
丸
・
仁
摩
）

　

〃　
　

堀　

康
雄
（
新
漁
丸
・
鳥
井
）

島
根
県
小
型
底
曳
船
協
議
会

　
第
25
回
通
常
総
会

柄
澤
彰
水
産
庁
漁
政
部
長
来
県

  
　
　
　   

～
定
置
網
乗
船
視
察
～

　

去
る
6
月
21
日
（
土
）、
柄
澤 

彰
水

産
庁
漁
政
部
長
、
木
島
利
通
水
産
庁
漁

港
漁
場
整
備
部
防
災
漁
村
課
長
、
長
屋

信
博
Ｊ
Ｆ
全
漁
連
専
務
が
来
県
さ
れ
、

馬
島
定
置
（
㈲
小
川
漁
業
：
松
江
市
島

根
町
加
賀
）
を
視
察
さ
れ
た
後
、
同
日

開
催
さ
れ
た
島
根
県
小
型
底
曳
船
協
議

会
通
常
総
会
に
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

曇
り
空
の
下
、
午
前
4
時
に
出
港
し

た
馬
島
丸
に
は
、
水
産
庁 

柄
澤
漁
政

部
長
、
木
島
防
災
漁
村
課
長
、
全
漁
連 

長
屋
専
務
、
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
岸
会
長
、
築

谷
常
務
、
野
津
理
事
が
乗
船
。
大
漁
を

期
待
し
て
の
出
港
で
あ
り
ま
し
た
が
猛

暑
続
き
の
影
響
も
あ
り
、
漁
の
ほ
う
は

思
わ
し
く
な
か
っ
た
も
の
の
、
船
上
で

捌
か
れ
た
獲
れ
た
て
の
シ
ロ
イ
カ
を
口

に
さ
れ
た
柄
澤

部
長
は
満
面
の

笑
み
で
、「
う
ま

い
っ
！
」
と
絶
賛

さ
れ
ま
し
た
。
帰

港
後
、
殺
菌
冷
海

水
処
理
に
よ
る

一
連
の
鮮
度
管

理
及
び
出
荷
作

業
を
見
学
し
加

賀
港
を
後
に
さ
れ
、
県
小
型
底
曳
船
協

議
会
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
る
大
田
市

へ
向
か
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
10
時
よ
り
開
催
さ
れ
た
島
根
県

小
型
底
曳
船
協
議
会
通
常
総
会
の
冒
頭

の
挨
拶
で
柄
澤
部
長
は
、
日
頃
よ
り
尽

力
さ
れ
て
い
る
漁
業
者
へ
の
感
謝
と
共

に
、
燃
油
高
騰
へ
の
緊
急
対
策
を
は
じ

め
、
魚
価
対
策
・
日
韓
漁
業
問
題
・
担

い
手
対
策
等
直
面
し
て
い
る
諸
問
題
に

加
え
、今
年
度
新
た
に
創
設
さ
れ
た「
浜

の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
事
業
」
に
つ
い
て

の
説
明
及
び
各
浜
で
の
積
極
的
な
取
組

の
実
施
を
推
進
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、

出
雲
大
社
を
参
拝
さ
れ
た
後
、
島
根
の

地
を
後
に
さ
れ
ま
し
た
。

挨拶をされる柄澤 彰水産庁漁政部長
（柄澤部長は7/22付人事により農林水産省生産局  

農産部長へ就任）
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漁
業
に
馴
染
み
の
な
い
就
業
希
望
者
と
受

入
を
求
め
る
漁
業
者
・
漁
協
が
直
接
話
せ
る

場
と
な
る
就
業
相
談
会「
漁
業
就
業
支
援
フ
ェ

ア
漁
師
の
仕
事
ま
る
ご
と
！
イ
ベ
ン
ト
」（
主

催 

一
般
社
団
法
人
全
国
漁
業
就
業
者
確
保
育

成
セ
ン
タ
ー
）が
こ
の
ほ
ど
、
福
岡（
来
場
者

１
０
５
名
）、
大
阪（
来
場
者
２
０
５
名
）、
東

京（
来
場
者
３
３
６
名
）の
３
都
市
で
開
催
さ
れ
、

本
県
か
ら
も
沖
合
底
曳
網
漁
業
、
中
型
ま
き

網
漁
、
小
型
底
曳
網
漁
業
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
関

係
者
が
出
展
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
全
国
各
地
か
ら
50
を
超
え
る
漁

業
団
体
が
ブ
ー
ス
を
構
え
来
場
者
と
面
接
。
20

代
～
30
代
の
若
者
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
中
、

お
互
い
の
条
件
が
合
い
マ
ッ
チ
ン
グ
し
た
場

合
、
現
地
で
の
体

験
を
経
て
、
研
修

候
補
生
と
し
て
採

用（
雇
用
）
さ
れ
る

運
び
と
な
り
ま
す
。

水
産
庁
後
援
の
も

と
２
０
０
２
年
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た

こ
の
就
業
相
談
会

は
、
全
国
に
お
い

て
後
継
者
確
保
の

取
組
み
の
一
つ
と

し
て
、
重
要
な
イ

ベ
ン
ト
と
な
っ
て

い
ま
す
。

島
根
県
下
一
斉
海
浜
清
掃
活
動

　

今
年
も
「
海
の
日
」
を
中
心
（
7
月

19
日
～
21
日
）
に
、
県
下
一
斉
海
浜
清

掃
活
動
が
県
内
各
地
区
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

海
浜
清
掃
に
は
各
地
区
漁
業
者
を
は

じ
め
、
漁
協
女
性
部
や
青
年
部
、
地
元

自
治
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
親
子
、
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね

職
員
や
水
産
系
統
団
体
、
水
産
行
政
団

体
な
ど
、総
勢
約
３
５
０
０
名
が
参
加
。

流
木
や
藻
類
、
外
国
製
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
容
器
や
漁
具
・
魚
網
、発
泡
ス
チ
ロ
ー

ル
や
ド
ラ
ム
缶
、
ブ
イ
な
ど
の
漂
着
ゴ

ミ
を
は
じ
め
、空
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、

弁
当
殻
や
使
用
済
み
花
火
な
ど
「
ポ
イ

捨
て
ゴ
ミ
」
も
多
数
回
収
さ
れ
た
よ
う

で
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
ゴ
ミ
を
持
ち
帰
り

「
海
を
汚
さ
な
い
」
と
い
う
気
持
ち
を

持
ち
な
が
ら
、
更
に
こ
の
清
掃
活
動
の

輪
が
広
が
る
こ
と
で
「
き
れ
い
で
豊
か

な
島
根
の
海
」
に
繋
が
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

漁
業
就
業
支
援
フ
ェ
ア
２
０
１
４

　
　
福
岡
、
大
阪
、
東
京
に
て
開
催

□参加者
　3,518名
□回収ごみ合計
　一般ごみ　2,400袋
　不燃ごみ　2,152袋
　その他トラック回収及
　び焼却

漁
業
就
業
支
援
フ
ェ
ア
２
０
１
４

　
　
福
岡
、
大
阪
、
東
京
に
て
開
催
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現
在
、
素
潜
り
漁
師
と
し
て
毎
日
頑

張
っ
て
い
る
竹
下
さ
ん
は
今
年
で
46

歳
。
小
さ
い
頃
か
ら
海
で
遊
び
育
っ
た

竹
下
さ
ん
は
、「
自
分
を
漁
師
に
さ
せ

る
気
満
々
だ
っ
た
」
と
い
う
父
親
か
ら
、

釣
り
や
貝
の
採
り
方
は
も
ち
ろ
ん
、
漁

場
や
魚
の
通
り
道
、
潮
の
流
れ
や
季
節

ご
と
に
変
化
す
る
海
の
様
子
な
ど
、
海

や
漁
業
に
纏
わ
る
色
々
な
こ
と
を
教
え

ら
れ
た
と
い
う
。「
今
思
う
と
英
才
教

育
を
さ
れ
て
い
た
気
が
す
る
に
・
・
・
」

と
、
笑
い
な
が
ら
に
話
し
て
く
れ
た
。

　

高
校
を
卒
業
後
、
迷
う
こ
と
な
く
漁

師
を
職
業
と
し
て
選
ん
だ
竹
下
さ
ん

は
、
地
元
ま
き
網
船
の
乗
組
員
と
し
て

漁
師
の
道
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

　

毎
日
ヘ
ト
ヘ
ト
に
な
り
な
が
ら
も
、

誰
よ
り
も
早
く
一
人
前
の
漁
師
と
し
て

認
め
ら
れ
る
よ
う
人
一
倍
の
努
力
と
経

験
を
積
み
数
年
が
経
っ
た
頃
、
船
団
の

中
で
も
重
要
な
役
割
を
担
う
「
灯
船
（
＝

集
魚
船
）」
の
船
長
を
任
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
竹
下
さ
ん
。「（
魚
を
）
見
つ

け
ら
れ
ん
日
が
続
い
て
肩
身
の
狭
い
思

い
を
し
た
こ
と
も
沢
山
あ
っ
た
け
ど
、

計
算
通
り
に（
魚
の
）山
を
当
て
た
時
は

笑
い
が
止
ま
ら
ん
ほ
ど
嬉
し
か
っ
た

よ
。
前
の
日
か
ら（
大
漁
を
）想
像
し
た

だ
け
で
楽
し
く
な
っ
て
眠
む
れ
ん
こ
と

も
あ
っ
た
し
ね
」
と
、
毎
日
重
圧
を
感

じ
な
が
ら
も
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し

た
と
い
う
。

　　

船
長
と
し
て
舵
を
握
り
三
十
歳
半
ば

を
迎
え
た
頃
、
ふ
と
し
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
「
一
人
で
や
っ
て
み
た
い
」
と
、

今
ま
で
に
無
い
強
い
気
持
が
芽
生
え
た

と
い
う
竹
下
さ
ん
。
思
い
立
っ
た
ら
即

行
動
と
い
う
性
格
は
今
で
も
変
わ
ら
な

い
と
い
う
が
、
独
立
を
す
る
に
あ
た
っ

て
い
ろ
ん
な
不
安
も
あ
り
な
が
ら
何
よ

り
家
族
の
応
援
も
あ
り
、
長
年
お
世
話

に
な
っ
た
会
社
を
辞
め
新
た
な
漁
師
の

道
が
始
ま
っ
た
。

　

選
ん
だ
漁
業
は
素
潜
り
漁
。
父
親
に

鍛
え
ら
れ
昔
か
ら
得
意
だ
っ
た
こ
と

や
、
何
よ
り
も
体
力
に
自
信
が
あ
っ
た

こ
と
に
加
え
、「
な
ん
と
い
っ
て
も
経

費
が
か
か
ら
ん
に
（
笑
）・
・
・
」
と

い
う
の
が
選
ん
だ
理
由
。

　

年
間
を
通
し
て
サ
ザ
エ
や
ア
ワ
ビ
、

ナ
マ
コ
や
ワ
カ
メ
、
モ
ズ
ク
な
ど
を
獲

り
、
禁
漁
期
間
に
は
一
本
釣
で
生
計
を

立
て
る
。
毎
日
朝
7
時
に
潜
水
を
開

始
し
、
昼
の
12
時
ま
で
み
っ
ち
り
潜

る
。
水
深
10
ｍ
～
12
ｍ
が
主
な
漁
場
と

い
う
が
、「（
深
く
て
）
人
が
潜
れ
ん
と

こ
ろ
が

穴
場
だ

に
・
・
・

か
な
り

し
ん
ど

い
け
ど

ね
」
と
、

深
さ
20

ｍ
ま
で

潜
り
操

業
す
る

こ
と
も

あ
る
と

い
う
。

　

竹
下
さ
ん
一
家
は
6
人
家
族
。
両
親

と
奥
さ
ん
、
2
人
の
子
供
達
と
一
緒
に

暮
ら
し
て
い
る
。
高
校
生
の
長
男
は
小

学
校
か
ら
始
め
た
野
球
に
今
で
も
打
ち

込
み
、
長
女
は
中
学
校
で
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
に
汗
を
流
す
。

　
「
一
番
の
趣
味
か
も
ね
（
笑
）」
と
言

う
竹
下
さ
ん
の
楽
し
み
は
子
供
達
の
試

合
観
戦
。「（
子
供
達
が
）
頑
張
っ
て
い

る
姿
を
見
る
こ
と
が
何
よ
り
も
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
な
っ
と
る
よ
・
・
・
」
と
子
供

達
の
こ
れ
ま
で
の
活
躍
を
照
れ
く
さ
そ

う
に
話
し
て
く
れ
た
。　

　　

1
年
を
通
し
て
最
も
忙
し
い
時
期
は

２
月
～
４
月
の
板
ワ
カ
メ
と
い
う
竹

下
さ
ん
は
普
段
の
操
業
で
は
選
別
か
ら

出
荷
ま
で
ほ
ぼ
一
人
で
こ
な
し
て
い
る

が
、
こ
の
時
期
ば
か
り
は
人
手
が
必
要

と
、
昔
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
手

伝
人
の
近
所
の
お
ば
さ
ん
数
人
と
両
親

や
奥
さ
ん
、
時
に
は
2
人
の
子
供
達
に

も
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

午
前
中
に
潜
り
刈
り
取
っ
た
ワ
カ
メ

を
、
午
後
か
ら
洗
浄
し
1
枚
ず
つ
並
べ

天
日
干
し
に
し
て
い
く
。
8
割
ほ
ど
乾

い
た
ら
今
度
は
電
気
乾
燥
機
に
移
し
、

出
来
上
が
っ
た
も
の
か
ら
サ
イ
ズ
別
に

分
け
袋
詰
を
し
て
い
く
。
以
前
は
全
て

を
天
日
干
し
に
頼
っ
て
い
た
た
め
、
天

今
思
う
と
英
才
教
育
を
さ
れ
て
い
た
・・・

素
潜
り
漁
師
と
し
て
新
た
な
道
へ
・
・
・

頑
張
っ
て
い
る
姿
を
見
る
こ
と
が

何
よ
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
。

と
に
か
く
「
感
謝
」
し
か
な
い
よ
。

島
根
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
大
田
市
。
約
23
㌔
に
及
ぶ
大
田
市
海
岸
の

西
部
に
あ
る
五
十
猛
地
区
で
は
、
ま
き
網
漁
業
、
小
型
底
曳
網
漁
業
を
は
じ

め
、
一
本
釣
り
漁
業
、
刺
網
漁
業
、
採
介
藻
漁
業
な
ど
が
営
ま
れ
る
昔
か
ら

の
漁
師
町
。
ま
た
、
一
年
の
豊
漁
や
無
病
息
災
を
祈
願
す
る
正
月
行
事
と
し

て
古
く
か
ら
伝
承
さ
れ
て
い
る
「
五
十
猛
（
い
そ
た
け
）
の
グ
ロ
」
は
有
名
で
、

国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
今
回
は
、
漁
師
に
な
っ

て
28
年
目
を
迎
え
る
竹
下
睦
夫
さ
ん
（
46
歳
）
に
浜
の
声
を
聞
い
た
。

竹
下　

睦
夫
さ
ん
46
歳
（
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
大
田
支
所
五
十
猛
出
張
所
所
属
）
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候
に
左
右
さ
れ
や
す
く
思
い
通
り
に
出

荷
で
き
な
か
っ
た
が
、
電
気
乾
燥
機
を

導
入
し
た
こ
と
で
一
変
。
計
画
的
な
製

造
が
可
能
と
な
り
出
荷
量
も
大
幅
に
増

え
る
の
と
同
時
に
、
仲
買
人
か
ら
の
注

文
も
安
定
し
、
地
元
消
費
を
中
心
に
、

現
在
で
は
多
く
の
リ
ピ
ー
タ
ー
も
い
る

と
い
う
。

　

ピ
ー
ク
時
に
は
連
日
夜
遅
く
ま
で
作

業
が
続
き
忙
し
さ
が
増
す
反
面
、
当
然

手
伝
人
の
負
担
も
増
え
て
い
く
。

　
「
一
人
で
は
絶
対
出
来
ん
し
、
ほ
ん

と
有
難
い
と
思
っ
て
い
る
よ
・・・
」
と
、

高
齢
で
あ
り
な
が
ら
寒
い
中
毎
日
一
生

懸
命
作
業
を
し
て
く
れ
る
手
伝
人
の
お

ば
さ
ん
達
や
両
親
を
は
じ
め
、
何
よ
り

独
立
を
き
っ
か
け
に
今
ま
で
以
上
に
負

担
を
負
わ
せ
て
し
ま
っ
た
奥
さ
ん
に
対

し
、「
と
に
か
く
感
謝
し
か
な
い
ね
・・・
」

と
普
段
口
で
は
言
え
な
い
気
持
ち
を
話

し
て
く
れ
た
。

　
「
こ
の
10
年
で
間
違
え
な
く
資
源
は

減
っ
て
き
て
い
る
・・・
」
と
、
毎
日
潜
っ

て
い
て
感
じ
る
海
の
変
化
に
つ
い
て
教

え
て
く
れ
た
。

　

温
暖
化
の
影
響
な
の
か
今
ま
で
み
た

こ
と
の
な
い
南
方
系
の
魚
や
生
え
た
こ

と
の
な
い
海
草
を
よ
く
目
に
す
る
と
い

う
竹
下
さ
ん
。
ま
た
、「
磯
や
け
」
が

近
隣
で
進
ん
で
い
る
と
い
う
情
報
に
併

せ
、
最
近
特
に
岩
場
の
海
草
を
食
べ
尽

す
と
い
う
ガ
ン
ガ
ゼ
や
ク
ロ
ウ
ニ
が
大

量
に
繁
殖
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

　
「
と
に
か
く
獲
る
だ
け
で
は
ダ
メ
。

自
分
達
で
努
力
し
て（
磯
を
）守
っ
て
い

か
な
い
と
・
・
・
」
と
、
資
源
を
持
続

的
に
利
用
し
て
い
く
方
法
と
併
せ
、
繁

殖
し
て
い
る
ガ
ン
ガ
ゼ
や
ク
ロ
ウ
ニ
の

駆
除
と
、
そ
れ
ら
の
有
効
活
用
に
つ
い

て
、
行
政
機
関
へ
出
向
き
何
度
も
協
議

を
重
ね
て
い
る
と
い
う
。

　
「（
漁
業
は
）
今
は
暗
い
話
題
し
か
な

か
も
し
れ
ん
け
ど
、
こ
の
先
必
ず
明
る

い
時
代
が
来
る
と
思
っ
て
毎
日
頑
張
る

よ
。」
と
、
と
に
か
く
前
向
き
な
竹
下

さ
ん
。
仲
間
か
ら
は
「
む
つ
」
の
愛
称

で
呼
ば
れ
て
い
る
ほ
ど
親
し
み
や
す
く

話
し
上
手
で
、
何
よ
り
仲
間
や
家
族
思

い
な
人
柄
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

終
始
明
る
く
笑
顔
で
取
財
に
応
じ
て

頂
い
た
竹
下
さ
ん
に
こ
の
場
を
借
り
て

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

自
分
た
ち
で
守
っ
て
い
か
な
い
と

い
け
な
い
。

「風邪で声が変わった、電話番号が変わった。」

「レターパック、ゆうパックで現金送って。」

「ロト６の当選番号を事前に教えます。」

「名義を貸してください。」

「医療費、保険料の還付があります。
ＡＴＭに行ってください。」

は 詐欺 です。ご注意下さい！

　
　
　

　

島
根
県
警
察
本
部
に
よ
り
ま
す
と
、
平
成
二
十
六
年
五
月
末
現
在
の
特

殊
詐
欺
の
被
害
状
況
は
十
六
件
で
、
被
害
総
額
１
億
三
千
四
百
十
九
万
円

と
な
っ
て
お
り
、
昨
年
よ
り
件
数
、
金
額
と
も
に
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

　

つ
い
最
近
も
、
浜
田
市
内
の
女
性
が
息
子
を
騙
る
男
か
ら
の
電
話
で
、

オ
レ
オ
レ
詐
欺
の
被
害
に
遭
わ
れ
て
い
ま
す
。
初
め
て
電
話
を
か
け
て
か

ら
、
数
日
間
に
わ
た
り
電
話
を
掛
け
、
数
回
に
わ
た
り
指
定
口
座
に
振
り

込
ま
せ
る
と
い
う
巧
妙
な
手
口
で
す
。

　

ま
た
、
最
近
で
は
振
り
込
ま
せ
る
だ
け
で
な
く
、
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
を
使

用
し
て
現
金
を
送
金
さ
せ
る
詐
欺
も
横
行
し
て
お
り
ま
す
。
レ
タ
ー
パ
ッ

ク
、
ゆ
う
パ
ッ
ク
等
で
現
金
を
送
る
の
は
犯
罪
で
す
。
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
等

で
現
金
を
送
れ
と
言
わ
れ
た
ら
そ
れ
は
詐
欺
で
す
。

　

振
り
込
め
詐
欺
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
、相
手
の
話
を
鵜
呑
み
に
せ
ず
、

家
族
や
友
人
に
相
談
し
、
冷
静
に
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
在
宅
中
で
も
電
話
を
留
守
番
電
話
に
設
定
し
、
相
手
の
声
を
確

認
し
て
か
ら
電
話
を
取
る
よ
う
に
す
る
と
詐
欺
を
未
然
に
防
げ
ま
す
。

　

オ
レ
オ
レ
詐
欺
を
代
表
す
る
よ
う
な
特
殊
詐
欺
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

少
し
で
も
不
審
に
思
う
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
Ｊ
Ｆ
マ
リ
ン
バ
ン
ク
し
ま
ね

の
窓
口
、
最
寄
り
の
警
察
署
等
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

信　用　部　か　ら　の　お　知　ら　せ
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◆皆様からのご意見やご感想、ひとこと随想、ま
　た漁村に関する話題などお待ちしています。
　〒690-0007　島根県松江市御手船場町575番地
　  漁業協同組合ＪＦしまね「明るい漁村」係
　  ※E-mail:shidou@jf-shimane.or.jpまたは、
　     FAX:0852-27-6130でもお寄せ下さい。

◆本誌のバックナンバー（pdf形式）をホームページ
　で公開しています。
　<JFしまねWEBサイト>
　http://www.jf-shimane.or.jp/akarui.html

編集後記

夏の暑さも随分和らぎ秋らしく過ごしやすい天気になってきたように思います。6 ～ 7月末にかけ境港で水

揚げされるマグロも今年は昨年以上の豊漁だったようですが、半島の定置網では夏特有の「夏枯れ」が続き、

今のところ漁のほうは思わしくないようです。盆明け頃から海水温も徐々に下がり始めたとのことですので、

秋漁に期待を込め県内各港が賑わうことを願っています。（Ｎ）

温かい真心に感謝
※
漁
船
海
難
遺
児
を
励
ま
す
島
根
県
地
方
協

議
会
へ
ご
寄
付
頂
い
た
方
々
の
ご
芳
名
を
掲

載
し
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

【
募
金
・
香
典
返
し
】

　
　

Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
浜
田
支
所

　
　

魚
心 

海
の
幸

　
　

鍛　

冶　

和　

伸

　
　

野　

坂　

久　

義

　
　

野　

木　

節　

夫

　
　

佐　

藤　

賢　

一

□構造規模：鉄骨平屋建　延面積840㎡
□製氷貯水設備：製氷能力/日産20t　貯氷能力/貯氷400t
□砕氷搬送設備：砕氷能力50t/ｈ　砕氷エアー搬送能力15t/ｈ

□施設面積：19433.92㎡
□構造規模：鉄骨造一部鉄筋コンクリート造2階建
　　　　　　延べ面積6131.13㎡　建築面積5751.67㎡

貯氷庫

衛星管理研修室 No2.荷捌き場（376.20㎡） No1.荷捌き場（2745.17㎡）

製氷室

ＪＦしまね大田製氷工場(市場隣接地)

ＪＦしまね大田水産物地方卸売市場ＪＦしまね大田水産物地方卸売市場
　大田市内の4箇所（久手、和江、五十猛、仁摩）の市場を統合集約し、水揚げ規模で県内2位となる「JF
しまね大田水産物卸売市場」が完成・稼働し一年が経過しました。漁獲物の生産力向上及び流通の効率化
や競争力アップに加え、鳥獣等の侵入対策や日差し・風雨対策、ろ過殺菌（冷）海水の導入や場内出入り
の際の長靴洗浄など、消費者ニーズに対応した衛生管理型の市場であり、安全・安心な魚を提供でき、付
加価値向上に繋がることと確信しております。


